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当
所
会
員
大
会
実
行
委
員
会
（
昆
多

利
実
行
委
員
長
）
主
催
の
第
六
十
六
回

会
員
大
会
＆
会
員
交
流
会
が
十
月
六
日

俄
午
後
六
時
か
ら
留
萌
産
業
会
舘
で
開

催
し
た
。

今
年
度
は
昨
年
に
続
き
、
会
員
交
流

会
を
開
催
し
、
中
西
市
長
を
は
じ
め
当

所
参
与
の
来
賓
と
会
議
所
役
議
員
・
会

員
な
ど
約
九
十
名
が
出
席
し
た
。

初
め
に
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
に
黙

祷
を
捧
げ
た
あ
と
大
石
会
頭
が
「
商
工

会
議
所
の
運
営
に
お
い
て
は
、
五
七
一

会
員
事
業
所
の
お
力
が
本
当
に
大
切
。

近
年
の
経
済
対
策
が
上
手
く
い
か
な
い

中
、
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
で
従
来
通

り
に
仕
事
を
し
て
も
利
益
が
上
が
ら
な

い
時
代
が
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
の
留
萌
の
状
況
は
良
い
方
向
に

向
か
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
高
規
格
幹
線
道
路
が
開
通
し
、
道

の
駅
る
も
い
が
開
設
し
、
留
萌
港
に
も

注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地

域
の
魅
力
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

会
員
企
業
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
我
々

と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
中
で
常
に
前

向
き
に
、
経
済
の
発
展
を
目
指
し
事
業

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
会
員
大

会
を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
こ

れ
か
ら
の
留
萌
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
来

賓
を
代
表
し
て
、
中
西
俊
司
市
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

会
員
事
業
所
表
彰
は
、
創
業
七
十
年

以
上
の
萌
州
建
設
㈱
、
㈲
田
中
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
興
和
産
業
㈱
の
三
社
が
表
彰

さ
れ
た
。
役
議
員
表
彰
で
は
、
勤
続
十

五
年
の
小
路
泰
孝
氏
、
三
輪
英
則
氏
、

勤
続
九
年
の
藤
野
徹
弥
氏
が
、
職
員
表

彰
で
は
勤
続
二
十
年
の
甲
斐
文
雄
氏
、

勤
続
十
五
年
の
村
山
慧
星
指
導

課
長
代
理
が
表
彰
さ
れ
た
。

活
動
報
告
は
商
業
・
工
業
・

金
融
・
水
産
・
運
輸
港
湾
・
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
六
部
会
と
総
務

運
営
・
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
・

商
業
振
興
お
も
て
な
し
・
広
報

・
国
際
交
流
の
各
委
員
会
、
青

年
部
の
事
業
内
容
な
ど
を
説
明

し
、
会
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
に
理
解
を
深
め
た
。

会
員
交
流
会
は
、
留
萌
振
興

局
長
の
上
原
和
信
氏
の
乾
杯
の
発
声
で

は
じ
ま
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー
ム
の
他
、
商
工
会

議
所
会
頭
賞
等
が
当
た
る
抽
選
会
で
盛

り
上
が
り
、
北
海
道
議
会
議
員
の
浅
野

貴
博
氏
の
締
め
で
幕
を
閉
じ
た
。

第

回
臨
時
議
員
総
会
は
、
八
月
二

２４７

十
五
日
俄
午
前
十
一
時
十
五
分
か
ら
大

石
昌
明
会
頭
他
五
十
九
名
（
内
委
任
状

三
十
七
名
）
と
青
年
部
一
名
が
出
席
し
、

留
萌
産
業
会
舘
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
総
会
開
催
に
際
し
、
大
石
会
頭
が

「
留
萌
の
三
大
祭
り
で
あ
る
呑
涛
ま
つ

り
『
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
』
は
雨
の
中
で

の
開
催
と
な
り
大
変
で
し
た
が
、
皆
様

の
力
を
借
り
な
が
ら
無
事
に
終
了
し
た

こ
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
議
員

改
選
期
で
あ
り
、
委
員
会
・
部
会
の
再

編
を
含
め
た
会
議
所
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
来

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
、
会
議
所
運
営

は
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
議
員
皆
様
の

力
添
え
が
必
要
で
あ
り
、
経
済
界
を
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
会
議
所
は
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
道

商
連
・
日
商
で
は
最
近
、
留
萌
の
位
置

が
確
立
し
て
認
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、

要
望
で
出
向
く
省
庁
で
も
留
萌
の
地
名

も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
と
も
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
を
行
い
議
長

に
就
き
、
議
事
に
入
り
、
全
議
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号

役
議
員
改
選
（
十
一
月
）

に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

▽
第
二
号

そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の

報
告
に
つ
い
て

他
十
三
件

留
萌
商
工
会
議

留
萌
商
工
会
議
所所

第

回
臨
時
議
員
総

第

回
臨
時
議
員
総
会会

２４２４７７

第
六
十
六
回
会
員
大
会
＆
会
員
交
流

第
六
十
六
回
会
員
大
会
＆
会
員
交
流
会会

九
十
名
が
集
い
和
や
か

九
十
名
が
集
い
和
や
か
にに

アトラクションアトラクション「「目隠しドリンク目隠しドリンク」」

役議員勤続９年表役議員勤続９年表彰彰
藤野徹弥 常議藤野徹弥 常議員員

アトラクション「トイレットペーパアトラクション「トイレットペーパーー早巻き対決」早巻き対決」
（※終了後は掃除用に使用しています（※終了後は掃除用に使用しています））

大石会頭挨大石会頭挨拶拶

創業70年以上表創業70年以上表彰彰
㈲田中クリーニン㈲田中クリーニンググ

創業70年以上表創業70年以上表彰彰
萌州建設萌州建設㈱㈱
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当
所
の
来
期
（
七
年
十
一
月
～
十
年

年
十
月
）
の
議
員
の
う
ち
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
選
任
す
る
三
号
議
員
（
九
社
）

と
、
各
部
会
で
選
任
す
る
二
号
議
員

（
二
十
一
社
）
が
九
月
末
で
決
ま
っ
た
。

一
号
議
員
も
近
く
確
定
す
る
見
通
し
で

す
。三

号
議
員
、
二
号
議
員
は
次
の
通
り
。

【
三
号
議
員
】

三
協
建
設
㈱
、
澤
井
商
事
㈱
、
㈱
堀

口
組
、
㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
井
原
水

産
㈱
、
堀
松
建
設
工
業
㈱
、
留
萌
信
用

金
庫
、
㈱
食
産
、
㈱
加
藤
水
産

【
二
号
議
員
】

▼
商
業
部
会

㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
、
㈱

フ
タ
バ
製
麺
、
モ
リ
モ
ト
家
具
店
、

㈱
田
中
青
果
、
㈱
笠
井
商
店
、
三
協

石
油
㈱

▼
工
業
部
会

㈱
東
光
自
動
車
整
備
工

場
、
㈱
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
、
山
髙
建
設

工
業
㈱
、
㈱
不
二
水
道
、
白
鳥
建
設

工
業
㈱
、
㈱
光
和
自
動
車
整
備
工
場

▼
金
融
部
会

㈱
北
洋
銀
行
留
萌
支
店

▼
運
輸
港
湾
部
会

㈱
北
交
産
業
、
留

萌
港
開
発
㈱

▼
水
産
部
会

出
澤
水
産
㈱

▼
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

㈱
錦
堂
、
㈱

イ
バ
ヤ
シ
、
白
鴎
印
刷
㈱
、
㈱
産
業

廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
、
㈱
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

三三
号号
・・
二
号
議
員
決
ま

二
号
議
員
決
ま
るる

一
号
議
員
も
近
く
確

一
号
議
員
も
近
く
確
定定

第

回
常
議
員
会
が
八
月
二
十
五
日

３９６

俄
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会

舘
議
員
ク
ラ
ブ
室
に
て
行
わ
れ
、
大
石

会
頭
、
堀
松
・
西
野
副
会
頭
、
橋
本
専

務
理
事
ほ
か
常
議
員
十
二
名
、
監
事
一

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
総
会
提
出

議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号

役
議
員
改
選
（
十
一
月
）

に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

▽
第
二
号

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

に
つ
い
て

▽
第
三
号

第
六
十
六
回
留
萌
商
工
会

議
所
会
員
大
会
・
会
員
交
流
会
の
実

施
に
つ
い
て

▽
第
四
号

第
二
四
七
回
臨
時
議
員
総

会
提
出
議
案
に
つ
い
て

▽
第
五
号

会
員
入
会
の
諾
否
に
つ
い

て
▽
第
六
号

そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号

官
公
庁
等
へ
の
要
望
活
動

の
報
告
に
つ
い
て

他
九
件

第

回

常
議
員
会

３９６

当
所
商
業
振
興
お
も
て
な
し
委
員
会

（
髙
橋
秀
一
委
員
長
）
主
管
に
よ
り
、
九

月
一
日
俄
～
二
日
峨
の
二
日
間
、「
道

の
駅
る
も
い
」
や
「
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地

周
辺
エ
リ
ア
」
の
活
用
策
に
つ
い
て
、

提
言
や
提
案
を
今
後
行
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
役
議
員
十
一
名
が
参
加
し
、

遠
軽
町
に
て
複
合
施
設
「
遠
軽
町
芸
術

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」
等

を
視
察
し
た
。

一
日
目
は
、
世
界
最

大
級
の
影
絵
美
術
館
の

「
ち
ゃ
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド
」

や
国
内
最
大
級
の
コ
ス

モ
ス
園
「
太
陽
の
丘
え

ん
が
る
公
園
」
な
ど
、

遠
軽
町
内
の
観
光
施
設

を
視
察
し
た
。

二
日
目
は
令
和
四
年

八
月
に
開
館
し
、
遠
軽

商
工
会
議
所
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い

る
「
遠
軽
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

（
メ
ト
ロ
プ
ラ
ザ
）」
に
て
、
遠
軽
商
工

会
議
所
の
渡
邊
博
行
会
頭
、
本
間
克
明

専
務
理
事
、
竹
之
内
義
文
事
務
局
長
よ

り
、
施
設
完
成
ま
で
の
流
れ
や
施
設
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
約
六

〇
〇
席
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
町
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
ホ

ワ
イ
エ
、
小
ホ
ー
ル
等

を
視
察
し
た
。
そ
の
後
、

「
道
の
駅
遠
軽
森
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
」
に
移
動
し
、

一
般
社
団
法
人
え
ん
が

る
町
観
光
協
会
の
大
堀

聡
専
務
理
事
よ
り
施
設

の
概
要
や
道
の
駅
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
理
解
を
深
め

た
。

商
業
振
興
お
も
て
な
し
委
員
会
主
管

役
議
員
先
進
地
視
察
研
修
会

任
期
満
了
（
十
月
末
）
に
よ
る
当
所

部
会
の
役
員
改
選
が
各
部
会
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
九
月
末
ま
で
に
決
ま
っ
た
。

【
商
業
部
会
】

▽
部
会
長

辻
本
哲
也（
再
）▽
副
部
会

長
、
仲
田
隆
彦（
再
）、
笠
井
裕
司（
新
）、

室
本
直
俊（
新
）▽
幹
事

大
沼
大（
再
）、

関
口
秀
二（
再
）、
堀
義
美（
再
）、
片
岡

広
貴（
新
）、
佐
伯
千
恵
子（
新
）、
佐
藤

幸
一（
新
）

【
工
業
部
会
】

▽
部
会
長

畑
中
修
平（
再
）▽
副
部
会

長
、
髙
田
昌
昭（
再
）、
桜
元
克
則（
再
）、

佐
藤
太
紀（
新
）▽
幹
事

柳
澤
豊（
再
）、

堀
松
誠（
新
）

【
金
融
部
会
】

▽
部
会
長

村
上
直
希（
再
）▽
副
部
会

長

中
野
了（
再
）、
明
星
琢
磨（
再
）、

石
丸
由
祐（
再
）▽
幹
事

小
路
泰
孝

（
新
）

【
水
産
部
会
】

▽
部
会
長

出
澤
太
幹（
再
）▽
副
部
会

長

加
藤
貴
章（
再
）、
鈴
木
博
英（
再
）、

橋
本
雄
二（
再
）、
加
藤
貴
章（
再
）▽
幹

事

米
倉
靖
夫（
新
）

【
運
輸
港
湾
部
会
】

▽
部
会
長

沖
田
謙
司（
再
）▽
副
部
会

長

井
上
貞
幸（
再
）、
住
吉
勉（
再
）、

藤
井
信
由（
再
）、
合
羽
井
達
男（
再
）、

阿
部
利
則（
再
）▽
幹
事

梅
田
繁
樹

（
新
）

【
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
】

▽
部
会
長

鈴
木
康
伸（
再
）▽
副
部
会

長
、
西
谷
英
樹（
再
）、
菊
池
美
佐
子

（
再
）、
高
橋
佑
介（
再
）、
大
懸
信
司

（
新
）▽
幹
事

三
輪
英
則（
再
）、
東
原

義
廣（
再
）、
珍
田
亮
子（
再
）、
佐
藤
太

紀（
再
）

各
部
会
役
員
の
改

各
部
会
役
員
の
改
選選



　北海道観光マスター検定は、北海道を訪れる観光客の皆様に対し、道内各地の皆さんがその地域の観光知
識のみならず北海道全体に関する幅広い知識を持って接することにより、北海道の観光振興への意識とホス
ピタリティの向上を図ることを目的としています。

【日程】　　 
11月23日（日・祝）　 
【受験料】
5，000円（税込）
【申込書】
当所ホームページより申込書をダウンロードし、必要事項を記入して受験料
を添えて当会議所まで申込みください。
【学習教材（公式テキスト）のご案内】
「北海道観光ハンドブック 北海道観光マスター検定 第９版」
価格：2，800円（税込）　当商工会議所にて購入受付を行っております。
（一部の有名書店でも取り扱っています。）

葛試験の目的

北海道観光マスター検定試験の実施につい北海道観光マスター検定試験の実施についてて
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◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５４，５０５４５，７７３６，４１９１，６０１７１２７月

５５，５９７４５，７７１７，３５２１，６９２７８２８月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１４１，７９２１，００１５８，２７４７８，２０８４，３０９７月

１４０，８５０１，１３６５６，７６８７８，３１３４，６３３８月

留萌金融協会

９月１日（月）
～10月31日（金）

申込
期間

ＷＥＢ申込フォーム

７月留萌港入出貨物
【積荷合計　２隻】

・小麦（内航船）　 １隻　１，５００Ｍ/Ｔ

・木材（外航船）　 　１隻　１，３３０逢

【揚荷合計　15隻】

・石油製品（内航船）１０隻 ３４，８４０Ｋ/Ｌ

・セメント（内航船） １隻　３，２６４トン

・砂（内航船） １隻　　９００逢

・タイヤチップ（内航船）２隻　３，６１４Ｍ/Ｔ

・アスファルト（外航船）１隻　　４９１Ｍ/Ｔ

８月留萌港入出貨物
【積荷合計　１隻】

・木材（外航船） １隻　１，３６０逢

【揚荷合計　13隻】

・石油製品（内航船）５隻 ２２，０２０Ｋ/Ｌ

・セメント（内航船） ４隻 １４，０４８トン

・塩（内航船） １隻　　６９８Ｋ/Ｔ 

・砂（内航船） １隻　　９００逢

・タイヤチップ（内航船）１隻　１，４９０Ｍ/Ｔ

・アスファルト（外航船）１隻　１，８５１Ｍ/Ｔ

新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

イ
ー
ス
ト
企
画

代
表

東

直
輝

名
寄
市
西
八
条
北
四
丁
目
二
五
倆
三

【
つ
ぼ
八
留
萌
店
】

店
長

浅
間

由
佳

花
園
町
四
丁
目
三
倆
六

新

入

会

員

紹

介

▽
８
月
１
日

ご
み
ゼ
ロ
運
動
▽
２
日

マ
ル
経
審
査
会
▽
５
日

広
報
委
員
会

・
正
副
会
頭
会
議
▽
８
日

第
１
回
会

員
大
会
実
行
委
員
会
・
外
部
監
査
▽
１４

日

一
日
公
庫
▽

日

正
副
会
頭
会

１８

議
▽

日

第

回
常
議
員
会
・
第

２５

３９６

２４７

回
臨
時
議
員
総
会
・
第
１
回
選
挙
管
理

委
員
会
▽

日

外
部
監
査
・
北
海
道

２８

留
萌
高
等
学
校
と
の
連
携
協
定
締
結
▽

日

事
業
継
続
力
強
化
計
画（
簡
易

２９版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
セ
ミ
ナ
ー

▽
９
月
１
日

ご
み
ゼ
ロ
運
動
・
役
議

員
先
進
地
視
察
研
修
会
▽
５
日

運
輸

港
湾
部
会
▽
８
日

金
融
部
会
▽
９
日

工
業
部
会
▽

日

観
光
サ
ー
ビ
ス
部

１０

会
・
商
業
部
会
▽

日

一
日
公
庫
▽

１１

日

水
産
部
会
・
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

１２ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー
▽

日

第

１７

２
回
選
挙
管
理
委
員
会
▽

日

第
２

１９

回
会
員
大
会
実
行
委
員
会
・
第

回
や

３６

ん
衆
あ
ん
ど
ん
反
省
会
▽

日

正
副

２２

会
頭
会
議
▽

日

「
税
を
考
え
る
週

２４

間
」
推
進
委
員
会
・
生
成
Ａ
Ｉ
×
事
業

計
画
書
策
定
セ
ミ
ナ
ー

業業
務
日
務
日
誌誌

８
・
９
月



当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
七

年
度
第
１
・
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）

分
の
会
計
（
一
般
会
計
他
六
会
計
）
に

つ
い
て
八
月
二
十
八
日
牙
石
丸
税
理
士

の
外
部
監
査
を
受
け
、
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
ご
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
八
月
例
会
『
留
萌
商
工
会
議

所
会
頭
杯
』
が
八
月
三
十
一
日
蚊
増
毛

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
二
十
九
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
例
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
開

催
し
、
表
彰
の
お
名
前
が
呼
ば
れ
る
度

に
、
歓
声
が
沸
い
て
い
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
優
勝

我
妻
明（
留
萌
自
衛
隊
）

▽

準
優
勝

串
橋
伸
幸

▽
一
位

小
関

亜
維

▽
二
位

荻
原
太
康

▽
三
位

日
野
智
和

▽
四
位

橋
本
雄
二

▽

五
位

渡
辺
治

▽
六
位

小
原
隆

▽
七
位

高
橋
祐
介

▽
八
位

辻
本

哲
也

九
位

兜
克
己

▽
十
位

佐

藤
精
一
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
相
談
所
主
催

・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る
生
成

Ａ
Ｉ
×
事
業
計
画
書
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、
九
月
二
十
四
日
我
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
舘
）
受
講

と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

方
式
で
開
催
さ
れ
、
六
名
が
受
講
し
た
。

講
師
に
中
小
企
業
診
断
士
の
中
堀
弘

規
氏
を
招
き
、
知
っ
て
お
く
べ
き
補
助

金
の
五
原
則
と
し
て
①
税
金
が
原
資
②

採
択
結
果
が
出
る
前
に
支
出
し
た
も
の

は
対
象
外
③
実
績
報
告
を
し
て
初
め
て

交
付
さ
れ
る
④
収
支
で
は
雑
収
入
扱
い

⑤
営
業
ツ
ー
ル
と
し
て
も
使
え
る
こ
と

を
解
説
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
「
あ
な
た
は
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
」
と
い
っ
た
役
割

を
与
え
、「
具
体
例
を
挙
げ
て
〇
文
字

で
」
の
よ
う
に
明
確
な
指
示
（
プ
ロ
ン

プ
ト
）
を
出
す
こ
と
で
、
回
答
の
質
が

飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
解
説
。
参
加
者

の
皆
様
は
、
業
務
効
率
化
や
新
規
事
業

の
ア
イ
デ
ア
出
し
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
を

掴
ん
で
い
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
相
談
所
主
催

・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る
「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
（
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
八
月
二
十
九
日
画
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業

会
舘
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
五
名

が
受
講
し
た
。

講
師
に
ホ
ワ
イ
ト
ド
ア
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
代
表
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

都
防
災
士
会
理
事
を
務
め
る
田
邊
良
学

氏
を
招
き
、
自
ら
が
海
外
で
体
験
し
た

誘
拐
事
件
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
リ
ス
ク

を
乗
り
越
え
る
三
つ
の
力
と
し
て
①
行

動
力
②
情
報
力
③
継
続
力
を
挙
げ
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
本
質
は
会
社
と
ヒ
ト
を
守
る
経

営
の
備
え
で
あ
っ
て
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、
特
に
中
小

企
業
に
こ
そ
必
要
な
平
時
か
ら
の
備
え

で
あ
る
と
訴
え
た
。

ま
た
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方

法
と
し
て
、
リ
ス
ク
を
伴
う
活
動
自
体

を
中
止
し
、
予
想
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
遮

断
す
る
「
回
避
」、
損
失
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
発
生
頻
度
を
減
ら

す
「
損
失
防
止
」、
リ
ス
ク
の
源
泉
を
一

カ
所
に
集
中
さ
せ
な
い
「
分
離
・
分
散
」

な
ど
を
紹
介
し
、「
事
業
継
続
力
強
化

計
画
」
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方

と
運
用
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
相
談
所
主
催

・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る
「
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
が
、
九
月
十
二
日
画
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
舘
）

受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
五
名
が
受

講
し
た
。

講
師
に
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
協
会
公
認
講
師
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
藤
城
美
幸
氏
を
講
師
に

招
き
、
ク
レ
ー
ム
対
応
基
本
の
「
五
Ｋ
」

と
し
て
①
傾
聴
②
共
感
③
確
認
④
解
決

案
の
提
案
⑤
感
謝
・
観
察
の
五
点
を
挙

げ
、
客
と
自
分
の
感
情
に
振
り
回
さ
れ

ず
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
、
安
心
し

て
働
け
る
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
、
ま

た
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い

こ
と
が
、
カ
ス
ハ
ラ
を
含
む
ク
レ
ー
ム

対
応
の
基
礎
と
説
明
。

ま
た
、「
お
客
さ
ま
は
神
様
で
す
」
の

名
言
を
残
し
た
演
歌
歌
手
の
三
波
春
夫

さ
ん
の
逸
話
に
つ
い
て
触
れ
、「
お
客

さ
ま
で
あ
る
聴
衆
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

は
神
だ
か
ら
と
徹
底
的
に
大
事
に
し
て

媚
び
、
何
を
さ
れ
て
も
我
慢
し
て
尽
く

せ
と
発
想
・
発
言
し
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
紹
介
し
、
参
加
者
は
カ
ス
ハ
ラ

と
ク
レ
ー
ム
の
違
い
や
カ
ス
ハ
ラ
が
組

織
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
理
解
を
深
め

た
。

《
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

《
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
》》

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ーー

～
組
織
で
“
カ
ス
ハ
ラ
”
を
防
ぐ
た
め
の
ク
レ
ー
ム
対
応
・
接
客
術

～
組
織
で
“
カ
ス
ハ
ラ
”
を
防
ぐ
た
め
の
ク
レ
ー
ム
対
応
・
接
客
術
～～

《
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

《
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
》》

事
業
継
続
力
強
化
計

事
業
継
続
力
強
化
計
画画（
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

（
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

《
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

《
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
》》

生
成
Ａ
Ｉ
×
事
業
計
画
書
策
定
セ
ミ
ナ

生
成
Ａ
Ｉ
×
事
業
計
画
書
策
定
セ
ミ
ナ
ーー

我
妻

明
氏

我
妻

明
氏
がが

優優
勝勝

萌
商
萌
商
会会

八
月
例

八
月
例
会会

萌
商
会

八
月
例
会

第
１
・
四
半
期

外
部
監
査
を
実
施

令
和
七
年
度

▽
経
営
一
般

七
九
件

▽
金
融

十
件

▽
税
務

九
件

▽
労
働

十
九
件

▽
計

一
一
七
件

相相
談
件
談
件
数数

８
・
９
月
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当
所
青
年
部
（
前
田
康
太
会
長
）
Ａ

Ｂ
Ｃ
―
坩ｃ
ｏ
ｍ
委
員
会
（
阿
部
真
紀
子
委

員
長
）
主
管
に
よ
る
事
業
例
会
「
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｏ
―
ｙ
ａ
ｋ
ｏ
会
『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ｇ
ソ
ー

ス
』
ソ
ー
選
挙
」
が
八
月
八
日
画
午
後

七
時
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
夢

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
青
年
部

メ
ン
バ
ー
十
五
名
が
参
加
し
た
。

本
事
業
例
会
で
は
、
た
こ
焼
き
作
り

を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
の
交
流
を
促
進
し

組
織
内
の
結
束
の
強
化
を
図
る
こ
と
、

食
文
化
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
独

自
の
『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ｇ
ソ
ー
ス
』
を
決

定
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

た
こ
焼
の
作
成
に
は
、
旭
川
市
で
た

こ
焼
店
「
お
た
兵
衛
」
を
営
む
佐
々
木

貴
志
氏
を
講
師
に
招
い
た
。

前
田
会
長
の
挨
拶
後
、
阿
部
委
員
長

よ
り
趣
旨
説
明
と
、
講
師
の
佐
々
木
氏

の
紹
介
後
、
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
調
理

が
開
始
さ
れ
た
。
参
加
者
は
よ
り
良
い

作
り
方
を
話
し
合
い
な
が
ら
作
成
し
て

い
た
ほ
か
、
講
師
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
い

た
際
に
は
、
た
こ
焼
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
一
人
の
起
業
者
と
し
て
意
見
を
交

わ
し
交
流
す
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
参
加
者
が
各
自
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ソ
ー
ス
を
考
案
し
て
持
ち
寄
っ
て

『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ｇ
ソ
ー
ス
』
の
座
を
競
い

合
っ
た
結
果
、
九
つ
の
ソ
ー
ス
か
ら
見

事
、
菅
筆
頭
副
会
長
の
考
案
し
た
ソ
ー

ス
が
受
章
し
た
。

本
委
員
会
で
は
今
後
、
今
例
会
で

培
っ
た
た
こ
焼
作
成
技
術
と『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ

Ｙ
ｅ
ｇ
ソ
ー
ス
』
を
振
る
舞
う
機
会
も
検

討
し
て
い
る
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例
会

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
―
ｙ
ａ
ｋｏ
会『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙｅｇ
ソ
ー
ス
』ソ
ー
選
挙
」

餌

影

営

映
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叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

当
所
青
年
部
（
前
田
康
太
会
長
）
の

コ
コ
ロ
オ
ド
ル
委
員
会
（
横
関
真
由
美

委
員
長
）
主
管
に
よ
る
第
二
回
事
業
例

会
「
一
晩
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！
～
体
験

し
て
見
え
た
地
域
の
可
能
性
～
」
が
九

月
六
日
臥
午
後
か
ら
翌
七
日
蚊
早
朝
に

か
け
て
、
道
の
駅
る
も
い
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
十
七
名
と
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
留
萌
市
役
所
・

留
萌
観
光
協
会
か
ら
一
名
ず
つ
が
参
加

し
た
。

本
事
業
例
会
は
、
道
の
駅
の
有
効
活

用
を
模
索
す
る
一
環
と
し
て
、
テ
ン
ト

泊
や
車
中
泊
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
、
道
の
駅
で
の
滞
在
を
体
験
す
る
中

で
利
用
者
目
線
か
ら
そ
の
課
題
や
可
能

性
な
ど
を
検
証
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ

た
。

例
会
の
中
で
座
談
会
を
実
施
し
、
焚

火
を
囲
み
な
が
ら
出
席
者
が
三
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
協

議
議
論
を
し
た
。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
集
客
。
そ
の
た
め
、
遊

具
が
あ
る
大
き
な
公
園
が
あ
る
と
良

い
。」「
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
整
備
し
て

い
く
な
ら
、
徒
歩
圏
内
に
温
浴
施
設
が

あ
る
と
嬉
し
い
。」
な
ど
様
々
な
意
見
が

飛
び
交
っ
た
。
ま
た
、
留
萌
観
光
協
会

で
貸
出
も
行
わ
れ
て
い
る
モ
ル
ッ
ク
体

験
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
会
食
な
ど
を

通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦
も
深
め

た
。翌

朝
は
小
雨
が
降
っ
て
お
り
、
予
定

よ
り
時
間
を
早
め
て
テ
ン
ト
撤
収
や
片

付
け
を
行
っ
て
例
会
を
終
了
し
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例
会

『
一
晩
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！
～
体
験
し
て
見
え
た
地
域
の
可
能
性
～
』

十
月
に
入
り
、
二
〇
二
五
年
度
の

留
萌
青
年
会
議
所
の
活
動
も
終
わ
り

へ
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
次
年
度
へ
の

組
織
づ
く
り
や
活
動
に
向
け
て
の
準

備
等
が
今
年
度
の
活
動
に
プ
ラ
ス
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
二
〇
二
六
年
度
は

ま
た
新
し
い
体
制
と
な
り
、
今
で
き

る
こ
と
を
最
大
に
行
っ
て
い
く
と
私

は
思
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
、
二
〇
二
五
年
と
二

年
連
続
で
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
伝
え

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
こ
の
少

人
数
で
の
青
年
会
議
所
の
活
動
で
す

が
、
こ
こ
ま
で
紡
が
れ
て
き
た
思
い

を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
繋
げ
て
い
け

る
限
り
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
と
残
り
少
な
い
今

年
度
体
制
で
す
が
、
最
後
ま
で
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。理

事
長

上

田

早

紀

一
般
社
団
法
人

留
萌
青
年
会
議
所

No.１９４

毎
年
一
月
に
行
わ
れ
る
『
二
十
歳

を
祝
う
会
』。
一
生
に
一
度
の
お
祝

い
事
の
裏
側
で
、
市
内
の
美
容
室
で

は
予
約
が
集
中
し
、
限
ら
れ
た
ス

タ
ッ
フ
で
の
対
応
と
な
り
、
や
む
を

得
ず
お
断
り
す
る
店
舗
も
あ
り
心
苦

し
く
思
い
ま
す
。

「
運
営
側
の
目
的
」
と
「
現
場
で
対

応
す
る
美
容
師
の
想
い
」
に
は
、
ど

う
し
て
も
差
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
声
を
届
け
て
も
、
残
念
な
が
ら
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
年
は
道
外
へ
進
学
す
る
子
も
多

く
、
悪
天
候
で
参
加
を
断
念
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
地

元
に
帰
り
、
仲
間
と
と
も
に
門
出
を

迎
え
た
い
と
願

う
二
十
歳
の
若

者
た
ち
の
た
め

に
、
よ
り
良
い

環
境
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
―

坩ｃ
ｏ
ｍ
委
員
会

委
員
長

阿

部

真
紀
子

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

No.１１８
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

企
業

情
報

徳

必ずチェック　最低賃金！
使用者も、労働者も

北海道最低賃金
　北海道内の事業場で働くすべての労働者

（会社員、パート、アルバイトの方、学生さ

んなど働くすべての人）及びその使用者に

適用される北海道最低賃金が次のとおり改

定されました。

厚生労働省
北海道労働局

労働基準監督署（支署）

効力発生年月日　令和７年10月４日

№ １１２

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで

ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済（運転・設備）は１０年以内

●融資対象

金利2.00％
〔令和７年10月１日現在〕

最低賃金 時間額　　　　　　　円1,075（　　　　　　　　）留萌市の利子補給で 1．00％
※適用には条件があります。

知財総合支援窓口とは…
ＩＮＰＩＴ（インピット）は中小企業等が抱える様々な経営課題について、自社のアイデア、技術、ブランド、デ
ザイン等の「知的財産」の側面から解決を図る支援窓口として「 ＩＮＰＩＴ知財総合支援窓口」を47都道府県に設
置しています。ＩＮＰＩＴ知財総合支援窓口のご利用は無料です。
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月

日
牙
・

月

日
牙

「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧

※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１１

１３

１２

１１

10 ～1 1月
留萌商工会議 所 及び 市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

１０月１７日晶煙留萌商工会議所青年部ビアパ－ティー

１０月２８日昇煙第３９７回常議員会

１０月２９日昌煙年末調整セミナー

１１月３日 噛留萌市功労等表彰式

１１月４日昇煙第２４８回臨時議員総会

１１月１６日掌煙第１７１回日商簿記検定試験

１１月１９日昌煙ＳＮＳ活用セミナー

１１月２３日 煙第２０回北海道観光マスター検定試験

１１月２５日昇煙第６６回永年勤続優良従業員表彰式

Ｑ ＆Ａ コ ー ナ ー
商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１１４

「ＩＮＰＩＴ知財総合支援窓口」
では知的財産について無料
で相談できます。
詳しくはかいぎしょＮＥＷＳ
10・11月号の７ページをご
覧ください。

珍客の登場

　先日、お店に珍客が来られました。オニヤンマが自動ド

アが開くと同時に飛び込んで来た。お店に虫避けの「オニ

ヤンマ君」を吊してるからだろうか（笑）少し弱っているよ

うだったので、素手で胸のあたりを指で挟み捕まえて逃が

したのだが、この時に思い切り噛まれた！かなりの痛さで、

この顎の強さはやっぱり最強の昆虫と言われるだけある。

　調べてみると“昆虫界のステルス戦闘機”と呼ばれ、圧倒的な飛行能力があ

るらしい。時速70㎞/ｈで飛び、その速度から一瞬で急旋回したり、ピタリと止

まりホバリングまでする。その飛行能力の秘密は４枚の羽根が１枚ごとに独立

した筋肉が付いており、それぞれを自由自在に動かし羽根の形状まで変えてし

まうらしい。そして270度の視野を持ち、近くも遠くも同時に見通すことが出

来、20ｍ先の小さな虫さえも見つけてしまう。また、獲物を捕獲する足の先端

には釣り針のような返しが付いており、もがけばもがくほど食い込み、決して

逃さない。顎の強さも非常に強く、かたい殻の虫さえも砕く。ただ、オニヤン

マは５年の寿命があるが、ほとんどは幼虫（ヤゴ）で成虫に

なってからはたった１か月～２か月ほどらしい。

　オニヤンマ君を付けると虫が寄らなくなるのは、このオ

ニヤンマの性質からなのだと改めて感じた。

　広報委員会 委員長　長内　敬憲

当社の商品名を他の企業
に使われないようにした
いのですが？

商品名を財産として守る
には商標登録する必要が
あります。

どちらに相談したら
良いでしょうか？

胸自分のＰＲポイント
与えられたどんな仕事でも、真

摯に向き合うことは忘れませ

ん！

胸現在の担当業務
味付数の子や醤油筋子などの商

品製造管理補佐。

胸現在の課題
疑問点はすぐに尋ね、その場で解決するよう心がけてい

ます。

胸今後の目標
　作業の正確さとスピードをさらに高めていきたいです。

胸留萌の好きな所・もの
　黄金岬から見る夕日は圧巻でした！

株式会社加藤水産

奈 
な

良 
ら

虎 
こ

太 郎 さん
た ろう

（北見市出身 ・23歳）

今 月 の今 月 の 顔顔

　当商工会議所では、省エネルギーの
推進および環境問題への配慮並びに、
働きやすい職場環境づくりを目指すと
ともに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）推進に向けた取組の一環として、職員の服装を
「通年ノーネクタイ可」とさせていただきます。
　何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

「通年ノーネクタ「通年ノーネクタイイ」」実施のお知らせ実施のお知らせ




